


　　　　

Speechの論題、テーマのことです^^

例えば…環境問題・貧困問題・病気・いじめetc…なんかがあります☆


一つの原稿でだいたい半年～一年くらい付き合うことが多いので、途中でめげないように自分が好きなものを選ぶのが一番イイと思います!!
でも、ここでちょっと考えてみてください。

あなたがSpeechをする時って、audienceが会場まで来てくれてるんですよね♪

7分もあなたに時間を割いてくれる彼らのためにも、自己満なTopicじゃなく“適切なTopic”を選んでみてはいかがでしょうか…？


聞き終わった後、audienceが「なるほど」って思ったり、新たな視点を得てくれるものだと思います。（興味を持ってくれるということ）
例えば、自分の体験したことをツラツラと書き連ねたら、それは“作文”だよね！到底、audienceに理解が得られない内容なんかもそれに値すると思います。

情報のみを与えるもの（Informed Speechって言います）もそうかな…

Ex; アフリカでは年に○○…人の人が貧困で死んでしまいますという情報のみ
    海外留学の体験をまとめただけのもの

    （audienceは「へぇ～…で？」ってなっちゃいますよね；）

なので、Topicを決める際は友達や先輩に相談してみてください^^
主観＜＜＜＜＜客観が決め手となって、“適切な”Topicが見つかると思います！



まずは、Topicが含みうる５つの要素を紹介します！！

１、目新しい…社会的に知られていない問題。その問題の背景・原因が知られていない意外な事実であるようなもの。

２、身近である…audience（＝大学生）にとって親しみがある、また自分たちもその問題の被害者になりうる、大学生がその問題を解決できることがある…というもの。

３、驚きを含む…被害者がたくさんいたり、思わず誰もが驚いてしまうもの。量的インパクト。

４、理想がある…もしも問題が解決されたら「いいなぁ～♪」と思えるもの。理想的な社会を築くためのもの。

５、普遍的である…愛や人生、平和等の人類が抱える永遠のテーマであること。



更に２点だけアドバイスします☆
１、Timelyである…話題性があるもの。ニュースで連日のように騒がれているもの。audienceが興味を持ちやすいよ！
２、自分が経験している…実際にその問題を目にした、又は被害にあった人が話していると信頼性が増します。「ニュースで見たんで書きました^^」ってだけの原稿なら、誰がメモライズして話してもいいことになっちゃいますよね＞＜

　 なので、自分が話すときは専門家にインタビューしたり訪問してみれば経験者になれます!!足を使いましょう☆
最後に、私からTopic探しのアドバイスをします^^

「過去、自分が経験したことを振り返る」「ニュースをcheckする」「気になったことがあれば、ノートにメモして蓄えておく」…日頃からTopicに対して敏感になること、これが何よりも“（speechするのに）適切なTopic”を見つけられる近道だと思います。
ざっと説明しましたが、忘れないでください！！

何よりも、自分が皆に伝えたい思い入れのあるTopicを探して下さいね♪

自分が取り組んでいてつまらないTopicに決めて、放置してしまわないようにね^^

文責：千葉大学４年　青山彩子
１、Topicって何？？





２、何のTopicでもいいの？





３、“適切なTopic”って…？








次のページから、Topicを決定する際のおススメ方法を説明しますね☆





audienceが興味を持って


くれるTopicって？
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